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当期の売上高は受注増加等に伴うソフトウェア開発、システム販売、機

理等のすべてのセグメントにおいて、業績

また、利益面につきましても売上高の増加及び開発・運用効率の向上等によるコスト削減等により業

績予想を上回る結果となりました。
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（２）差異の理由 

当期の個別売上高はシステム運用・管理等を除き、受注増加等に伴うソフトウェア開発、システム販

売、機器等販売のセグメントにおいて、前期の個別実績を上回りました。 

 

３．剰余金の配当予想との差異 

（１）2019年3月期（2018年4月1日～2019年3月 31日）配当金と2018年5月14日公表の     

配当予想との差異 

 年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想（A） 

（2018年5月14日） 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

円 銭 

90.00 

円 銭 

90.00 

今回実績（B） 

（2019年3月期） 
－   －    － 

 

110.00 

 

110.00 

増減額（B－A）  －   －   － 20.00 20.00 

増減率（％） －    －     － 22.2 22.2 

 

（２）差異の理由 

本日公表の「剰余金の配当に関するお知らせ」に記載しましたとおり、業績が好調であったため、20

円増配といたします。 

なお、当社は、会社法第459条の規定に基づき、取締役会の決議によって剰余金の配当を行うことが

できる旨を定款に定めております。 
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